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は
じ
め
に

　

人
口
減
少
社
会
に
直
面
し
つ
つ
あ
る
わ
が

国
に
お
い
て
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め

る
に
は
、
地
域
内
さ
ら
に
は
地
域
間
で
人
や

モ
ノ
、
お
金
や
情
報
の
循
環
を
生
み
だ
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
２
０
１
５
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
第
二
次
国
土
形
成
計
画
（
全
国
計

画
）
で
は
「
対
流
促
進
型
国
土
」の
形
成
が
謳

わ
れ
、
生
活
機
能
の
維
持
に
よ
る
地
域
内
の

対
流
と
と
も
に
、
交
流
に
よ
る
地
域
内
外
の

対
流
の
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
対
流
を
創
り
だ
す
う
え
で
、
交
通
は
欠

か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
観
光
シ
ー
ン
は
交

通
な
し
に
成
立
し
な
い
。

　

観
光
シ
ー
ン
に
お
け
る
交
通
は
、
①
旅
行

者
の
発
地
と
目
的
地
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
間
を

結
ぶ
地
域
間
交
通
と
、
②
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と

観
光
対
象
や
宿
泊
施
設
を
結
ぶ
（
さ
ら
に
は

観
光
対
象
間
を
回
遊
す
る
）
地
域
内
交
通
と

に
分
け
ら
れ
る
。
新
幹
線
や
高
速
道
路
の
開

通
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
な
ど
、
地
域
間
交
通
の

整
備
は
旅
行
者
の
誘
致
圏
域
を
拡
げ
る
が
、

地
域
内
交
通
の
充
実
は
旅
行
者
の
回
遊
性

を
高
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
地
方
部
に
目
を
向

け
る
と
、
空
港
や
鉄
道
駅
か
ら
離
れ
て
観
光

対
象
が
位
置
す
る
こ
と
が
多
い
一
方
、
生
活

者
の
交
通
は
自
家
用
車
に
強
く
依
存
し
て
お

り
、
地
域
内
の
公
共
交
通
網
は
、
高
齢
者
の

通
院
や
児
童
・
生
徒
の
通
学
に
特
化
し
て
維

持
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
そ
の
た
め
、
旅
行

者
の
立
場
で
は
、
地
域
内
交
通
の
選
択
肢
が

少
な
く
、
自
家
用
車
や
レ
ン
タ
カ
ー
な
ど
を

運
転
し
な
い
限
り
は
、
タ
ク
シ
ー
し
か
選
べ

な
い
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な
い
。
し
か
も
、
近

年
で
は
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
務
員
不
足
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
営
業
所
の
統
廃
合
が
進
み
つ

つ
あ
る
。
地
方
部
の
地
域
内
交
通
は
、
観
光

シ
ー
ン
に
お
い
て
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と

は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
自
動
走
行
の
実
証
実
験

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
交
通
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な

ど
、
新
た
な
ソ
フ
ト
を
地
域
内
交
通
の
ツ
ー

ル
に
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
生
ま
れ
て

い
る
が
、
地
方
部
を
訪
れ
る
旅
行
者
が
広
く

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
ま
だ
時
間

を
要
す
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
地
域
内

の
公
共
交
通
が
相
対
的
に
不
便
と
さ
れ
る
地

方
部
を
念
頭
に
、
旅
行
者
と
地
域
を
結
び
つ

け
る
公
共
交
通
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
観
光

シ
ー
ン
に
応
え
る
路
線
バ
ス
の
「
見
せ
方
」
や

公
共
交
通
と
地
域
資
源
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に

着
目
し
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

観
光
シ
ー
ン
に
応
え
る

路
線
バ
ス
の「
見
せ
方
」

　

地
方
部
の
地
域
内
交
通
は
、
路
線
バ
ス
が

基
本
で
あ
る
。
鉄
軌
道
で
あ
れ
ば
、
線
路
や

駅
の
位
置
が
明
瞭
だ
が
、
路
線
バ
ス
の
場
合
、

車
両
の
行
先
表
示
や
時
刻
表
、
路
線
図
な
ど

を
駆
使
し
て
調
べ
る
な
ど
し
な
い
限
り
、
観

光
地
点
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
か
分
か
ら
な

い
。
最
近
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

に
よ
る
経
路
検
索
が
充
実
し
て
い
る
が
、
生

活
交
通
と
は
異
な
り
、
観
光
シ
ー
ン
で
は
、

目
的
地
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
一
つ
の
観
光
地

点
を
単
純
往
復
す
る
と
は
限
ら
ず
、
複
数
の

観
光
地
点
を
回
遊
し
た
り
、
往
路
と
復
路
で

異
な
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
が
選
ば
れ
た
り
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
内
の

路
線
バ
ス
を
「
分
か
り
や
す
く
見
せ
る
」
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
鉄
道
駅
や
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
な
ど
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
に
お
け
る
案
内

サ
イ
ン
を
動
線
に
則
し
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
ほ

か
、
路
線
バ
ス
の
場
合
は
、
系
統
の
ナ
ン
バ
リ

ン
グ
も
有
効
で
あ
る
。
路
線
バ
ス
事
業
者
は

「
系
統
番
号
」
を
設
定
し
、
車
両
の
行
先
表
示

に
用
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
が
、
運
行
管

旅
行
者
と
地
域
を
結
び
つ
け
る

公
共
交
通
の
可
能
性

福
島
大
学　

経
済
経
営
学
類　

准
教
授　

吉
田 

樹

2
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これからの地域交通と観光
　旅行者と地域を結びつける公共交通の可能性2

第237号 April 2018

理
の
要
素
が
強
く
、
旅
行
者
の
利
便
を
考
慮

し
た
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
池
袋

駅
と
渋
谷
駅
を
結
ぶ
都
営
バ
ス
に
は
「
池
86
」

と
い
う
系
統
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
池
袋

に
関
わ
る
バ
ス
で
あ
る
こ
と
は
想
像
で
き
る

が
、「
86
」
と
い
う
数
字
か
ら
は
経
由
地
が
読

み
取
れ
な
い
。
ま
た
、
漢
字
が
用
い
ら
れ
て
い

る
た
め
、
外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
分
か
り

づ
ら
い
こ
と
に
加
え
、
漢
字
に
は
「
音
読
み
」

と
「
訓
読
み
」
が
あ
る
た
め
、
日
本
人
に
も
口

頭
で
は
伝
わ
り
に
く
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
う

し
た
な
か
、
埼
玉
県
秩
父
市
な
ど
１
市
４
町

で
構
成
さ
れ
る
「
ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
」
で

は
、
西
武
観
光
バ
ス
の
ほ
か
、
各
市
町
営
バ
ス

も
含
め
た
系
統
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
導
入
し

て
い
る（
図
１
）。
多
く
の
路
線
バ
ス
が
西
武

秩
父
駅
を
起
点
に
放
射
状
で
運
行
さ
れ
て
い

る
た
め
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
方
面
を
表
わ

し
た
う
え
で
、
秩
父
市
に
近
い
終
点
か
ら
順

に
１
、２
と
番
号
を
振
ら
れ
て
い
る（
注
１
）。

ま
た
西
武
秩
父
駅
を
終
点
と
す
る
系
統
に

は
、
鉄
道
駅
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
（
標
準
図
記

図1   秩父地域の路線バスナンバリング

号
）
が
バ
ス
の
行
先

表
示
に
掲
出
さ
れ
、

「
文
字
だ
け
で
説
明

し
な
い
」
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
路
線
バ
ス

を
「
分
か
り
や
す
く

見
せ
る
」
た
め
に
は
、

ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
と

い
っ
た
基
本
要
素
の

改
善
が
本
質
的
に
は

求
め
ら
れ
る
。
福
島
県
会
津
若
松
市
（
人
口

12
万
人
）
は
、
鶴
ヶ
城
や
武
家
屋
敷
、
飯
盛

山
、
七
日
町
と
い
っ
た
観
光
地
点
が
市
街
地

に
点
在
し
て
い
る
が
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
で
あ

る
会
津
若
松
駅
か
ら
や
や
離
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
会
津
乗
合
自
動
車
（
会
津
バ
ス
）
が

「
鶴
ヶ
城
・
飯
盛
山
線
」
を
運
行
し
て
き
た

が
、「
ま
ち
な
か
周
遊
バ
ス
運
行
事
業
実
行
委

員
会
」（
同
市
が
事
務
局
）
に
よ
っ
て
、
ま
ち

な
か
周
遊
バ
ス
「
ハ
イ
カ
ラ
さ
ん
」
の
運
行

が
２
０
０
１
年
７
月
か
ら
始
ま
り
、
逆
ま
わ

り
の
「
あ
か
べ
ぇ
」
が
２
０
０
７
年
８
月
に
始

ま
っ
た（
注
２
）。
そ
の
結
果
、
ま
ち
な
か
周
遊

バ
ス
の
乗
車
人
員
が
増
加
し
た
一
方（
注
３
）、

「
鶴
ヶ
城
・
飯
盛
山
線
」
は
、
ま
ち
な
か
循
環

バ
ス
の
ル
ー
ト
と
重
な
る
区
間
が
多
く
、
他

の
循
環
バ
ス
も
含
め
「
導
入
当
時
の
よ
う
な

観
光
利
用
が
な
く
な
り
、
生
活
交
通
と
し
て

維
持
さ
れ
て
い
る（
注
４
）」
状
況
に
な
っ
た
。

ま
ち
な
か
周
遊
バ
ス
は
、
ほ
か
の
路
線
バ
ス

と
は
異
な
る
車
両
や
停
留
所
の
デ
ザ
イ
ン

が
用
い
ら
れ
、
視
覚
的
な
「
わ
か
り
や
す
さ
」

が
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
ダ
イ
ヤ

（
２
０
１
１
年
４
月
時
点
）
も
、
ま
ち
な
か
循

環
バ
ス
が
30
～
60
分
間
隔
の
パ
タ
ー
ン
ダ
イ

ヤ
で
あ
る
の
に
対
し
、「
鶴
ヶ
城
・
飯
盛
山
線
」

は
日
祝
日
に
運
休
と
な
る
便
が
多
い
。
す
な

わ
ち
、「
分
か
り
や
す
い
」
ダ
イ
ヤ
も
集
客
成

果
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

２
０
１
１
年
10
月
に
「
鶴
ヶ
城
・
飯
盛
山
線
」

の
運
行
を
取
り
止
め
、
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス

に
一
本
化
し
、
通
勤
・
通
学
時
間
帯
の
ル
ー

ト
新
設
や
「
あ
か
べ
ぇ
」
の
増
便
を
図
っ
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
生
活
交
通
需
要
が
取
り
込
ま

表1   会津若松駅発バス時刻（2011年4月）

時
まちなか周遊バス 路線バス

鶴ヶ城・飯盛山線ハイカラさん あか べぇ

6 40   飯★

7 30   飯       35   鶴★

8 00      30 00   飯       30   飯★

9 00      30 15 30   飯

10 00      30 15

11 00      30 15

12 00      30 15 30   飯

13 00      30 15 00   鶴

14 00      30 15 00   鶴

15 00      30 15 00   鶴★   30   飯

16 00      30 15 00   鶴       30   飯★

17 00      30 00   鶴★   30   飯

18 00   鶴

19 00   鶴★

飯＝飯盛山まわり、鶴＝鶴ヶ城まわり、★土日祝日運休
会津若松市地域公共交通会議「路線バス時刻表」（2011年4月
1日改正版）より筆者作成。
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蚕養神社前

會津風雅堂前

会津武家屋敷前
院内

東山温泉入口

東山温泉駅

奴郎ヶ前
飯盛山団地 和田 慶山 石山

慶山入口

御薬園入口
御薬園

飯盛山下

会津短大南口

一中前

徒の町

鶴ヶ城北口

鶴ヶ城入口
文
化
セ
ン
タ
ー
前

鶴
ヶ
城
三
の
丸
口

栄町中三丁目

老町

大和町

阿弥陀寺東

七日町中央

七日町駅前

七日町
白木屋前

大町
中央公園

大町
一丁目

大町二之町町方伝承館前
野口英世
青春広場前

野口英世
青春館前

会津若松市役所前

あかべぇ

若松駅

稽古堂

ハイカラさん

ハイカラさんルート
あかべぇルート

大町
二丁目 郵便局前

北小路田中
稲荷神社前

北
出
丸

　大
通
り

県立病院前

N

蚕養神社前

天寧寺町

会津武家屋敷前
院内

東山温泉入口

東山温泉駅

奴郎ヶ前
飯盛山団地 和田 慶山 石山

慶山入口

御薬園入口
室町

飯盛山下

会津短大南口

一中前

県立病院前

花春町

鶴ヶ城入口

大町
二丁目

大町
中央公園

大町
一丁目

市役所西口
（下り専用）

神明通り
飯盛山
まわり

稽古堂

鶴ヶ城まわり

市役所

三の丁

天寧寺経由

郵便局前

御薬園西口

合同庁舎前

［通勤通学時間帯の路線図］

鶴ヶ城北口・県立博物館前

鶴ヶ城

若松駅

れ
、
ま
ち
な
か
周
遊
バ
ス
の
年
間
利
用
者
数

は
２
０
１
０
年
度
の
27
万
５
０
０
０
人
余
り

か
ら
、
２
０
１
５
年
度
に
は
49
万
５
０
０
０

人
余
り
に
増
加
し
た
。
観
光
需
要
に
は
波
動

性
が
あ
る
た
め
、
圧
倒
的
な
集
客
力
の
あ
る

観
光
対
象
を
有
し
な
い
限
り
、
観
光
シ
ー
ン

に
特
化
し
て
地
域
内
公
共
交
通
を
維
持
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
路
線
バ
ス
を
「
分
か
り
や

す
く
見
せ
る
」
こ
と
で
、
生
活
交
通
需
要
の

「
ベ
ー
ス
」
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
観
光
需

要
に
も
応
え
や
す
く
な
る
。

公
共
交
通
と
地
域
資
源
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

　

地
方
部
の
地
域
内
公
共
交
通
は
、
大
都
市

と
比
べ
て
運
行
頻
度
が
少
な
く
な
り
が
ち
で

あ
る
。
特
に
、
目
的
地
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
か

ら
離
れ
た
観
光
地
点
に
高
頻
度
で
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
生
産
的
に

な
り
に
く
い
。
そ
こ
で
、
公
共
交
通
と
地
域

資
源
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
が
有
効
で
あ
る（
注

５
）。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
地
域
資
源
に
関
し

て
、
都
市
や
地
域
に
あ
る
素
材
を
「
商
品
」
に

見
立
て
た
コ
ル
ブ
（
２
０
０
７
）（
注
６
）
の
整

理
は
参
考
に
な
る
。
ひ
と
つ
の
都
市
や
地
域

に
は
、
複
数
の
「
中
核
的
商
品
」
が
あ
る
と
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
旅
行
者
が
訪
問
す
る
動
機

と
な
る
都
市
や
地
域
の
中
心
的
な
素
材
と

な
る
。
一
方
、
そ
れ
自
体
で
は
来
訪
を
促
す

に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
来
訪
を
快
適
に
す

る
素
材
で
あ
る
「
支
援
的
商
品
」
の
ほ
か
、
主

に
都
市
の
物
理
的
環
境
を
指
す
「
付
加
的
商

品
」
が
存
在
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
「
支
援
的
商
品
」
に
は
土
産
物
や
レ
ス

ト
ラ
ン
（
食
）、
宿
泊
の
ほ
か
、
交
通
手
段
や

ツ
ア
ー
な
ど
も
例
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り（
注

７
）、
こ
れ
ら
の
充
実
に
よ
っ
て
「
中
核
的
商

品
」
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

筆
者
の
ゼ
ミ
で
は
、
地
域
の
「
中
核
的
商

品
」
や
「
付
加
的
商
品
」
を
地
域
内
公
共
交

通
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
会
津
若
松
市
は
、
市
街
地
に
数
多

く
の
酒
蔵（
注
８
）
が
立
地
す
る
珍
し
い
特
徴

が
あ
る
。
見
学
や
試
飲
を
受
け
入
れ
る
酒
蔵

も
あ
り
、
旅
行
者
の
有
力
な
目
的
地
に
な
っ

て
い
る
が
、「
酒
蔵
巡
り
」
は
、
自
家
用
車
や

レ
ン
タ
カ
ー
利
用
で
は
楽
し
め
な
い
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
り
、
公
共
交
通
利
用
と
の

相
性
が
良
い
。
そ
こ
で
、
前
章
に
述
べ
た
、
ま

ち
な
か
周
遊
バ
ス
を
利
用
し
て
、
市
内
の
主

要
な
観
光
地
点
や
酒
蔵
を
巡
る
企
画
乗
車

券
『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』
の
造
成
を
筆
者
の
ゼ
ミ

が
提
案
し
、
会
津
バ
ス
が
２
０
１
７
年
１
月

21
日
か
ら
発
売
し
た
。

図2   会津若松市街地のバス運行経路（2011年4月時点）

出所：会津若松市地域公共交通会議「路線バス時刻表」（2011年4月1日改正版）

ハイカラさん、あかべぇ路線図
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『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』
は
、
伝
統
工
芸
品
で
あ

る
会
津
漆
の
「
お
ち
ょ
こ
」
を
「
ま
ち
な
か

周
遊
バ
ス
」
の
一
日
乗
車
券
と
し
た
も
の
で

あ
る
（
販
売
価
格
２
０
０
０
円
：
図
３
）。
ま

ち
な
か
周
遊
バ
ス
を
利
用
で
き
る
企
画
乗
車

券
は
、
数
種
類
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
沿
線

の
「
中
核
的
商
品
」
と
な
る
観
光
対
象
を
バ

ス
で
結
び
つ
け
た
商
品
で
あ
っ
た
た
め
、「
ま

ち
あ
る
き
観
光
」
に
見
ら
れ
る
「
面
」
と
し
て

の
旅
行
者
の
動
き
を
創
出
す
る
も
の
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』

は
、「
ま
ち
な
か
周
遊
バ
ス
」
沿
線
の
ま
ち
あ

る
き
や
酒
蔵
巡
り
を
す
る
き
っ
か
け
を
生
み

だ
す
こ
と
に
力
点
を
置
き
、
市
内
の
41
店
舗

（
２
０
１
７
年
12
月
22
日
時
点
）
で
特
典
が

受
け
ら
れ
る
。図
４
は
、『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
既

存
の
企
画
乗
車
券
や
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

に
組
み
込
ま
れ
た
酒
蔵
巡
り
と
の
差
別
化
を

図
る
う
え
で
着
目
し
た
の
が
、会
津
塗
の「
お

ち
ょ
こ
」
で
あ
る
。「
お
ち
ょ
こ
」
を
バ
ス
の
乗

車
券
に
利
用
し
た
（「
お
ち
ょ
こ
」
が
乗
車
券

の
本
体
に
な
る
）
事
例
は
こ
れ
ま
で
に
な
く

（
注
９
）、
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
で
独
自
性

が
際
立
つ
こ
と
に
な
る
が
、
末
廣
酒
蔵
（
嘉

永
蔵
）
で
は
、
常
時
数
種
類
の
日
本
酒
を
「
お

ち
ょ
こ
」
で
試
飲
で
き
る
（「
お
ち
ょ
こ
」
が

乗
車
券
に
も
試
飲
の
際
の
酒
器
に
も
な
る
）

「
楽
し
さ
」
が
あ
る（
注
10
）。
ま
た
、
同
じ
く

伝
統
工
芸
品
で
あ
る
会
津
木
綿
の
ホ
ル
ダ
ー

も
製
作
し
、
旅
行
者
が
「
お
ち
ょ
こ
」
を
ぶ
ら

下
げ
て
ま
ち
あ
る
き
を
楽
し
む
こ
と
で
、「
お

ち
ょ
こ
」が
旅
人
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
な
る
。
ま
た
、『
お

ち
ょ
こ
パ
ス
』
は
、「
お
ち
ょ
こ
」
と
ホ
ル
ダ
ー

の
購
入
が
前
提
に
な
る
た
め
、
企
画
乗
車
券

の
売
上
が
バ
ス
事
業
者
に
止
ま
ら
ず
、
会
津

塗
や
会
津
木
綿
の
製
造
・
卸
売
業
者
に
も
波

及
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
内
経
済
循
環
に

も
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』
の
実
践
が
旅
行
者
の
回

遊
性
向
上
に
結
び
付
く
か
を
検
討
す
る
た

め
、
発
売
初
日
に
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

し
た
。
会
津
若
松
駅
前
に
集
合
し
た
参
加
者

は
、
各
自
で
『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』
を
購
入
し
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
半
過
ぎ
ま
で
自

由
行
動
を
し
た
。
協
力
が
得
ら
れ
た
30
人
の

モ
ニ
タ
ー
に
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ロ
ガ
ー
（
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｕ

Ｘ
社
Ｍ
¦
２
４
１
）
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
東
北
夢
の
桜
街
道
協
議
会
が
運
営

（
富
士
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社
が
開
発
）
す
る
ア
プ
リ
『
東
北
桜

図3   『おちょこパス』のセット

図4   『おちょこパス』のコンセプト

旅
・
酒
蔵
旅
ナ
ビ
』
に
『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』
の

モ
デ
ル
コ
ー
ス
や
協
賛
店
ス
ポ
ッ
ト
情
報
、

「
ま
ち
な
か
周
遊
バ
ス
」
の
停
留
所
や
時
刻
表

を
実
装
さ
せ
、
利
用
い
た
だ
い
た
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ロ
ガ
ー
に
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
位
置

（
緯
度
、
経
度
）
が
５
秒
単
位
で
記
録
さ
れ
、

そ
れ
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
注
11
）
ソ
フ
ト
（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ

社
Ａ
ｒ
ｃ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
上
に
読
み
込
ま
れ
る
こ

と
で
多
様
な
空
間
解
析
が
可
能
に
な
る
。
図

５
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
行
動
軌
跡
図
に
お
け
る

打
点
の
分
布
（
密
度
）
を
も
と
に
、
Ａ
ｒ
ｃ
Ｇ

Ｉ
Ｓ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
るS

patial 

A
nalyst

を
用
い
て
、
ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
（
カ
ー

ネ
ル
密
度
図
）を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る（
注

12
）。
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
開
始
か
ら
約
１
時

間
を
経
過
し
た
午
前
11
時
か
ら
11
時
半
ま

で
の
30
分
間
に
お
け
る
旅
行
者
密
度
を
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
相
対
的
に
多
く
の
モ
ニ

タ
ー
が
長
い
時
間
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
地
点

ほ
ど
、
濃
い
色
に
着
色
さ
れ
て
い
る
。
末
廣
酒

造
（
嘉
永
蔵
）
は
、
鶴
ヶ
城
天
守
閣
と
な
ら
び

旅
行
者
密
度
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
酒
蔵
が

旅
行
者
の
関
心
を
惹
き
つ
け
る
「
中
核
的
商

品
」に
な
り
得
る
こ
と
が
分
か
る
。ま
た
、鶴
ヶ

城
か
ら
七
日
町
方
面
に
向
け
て
旅
行
者
が
移

動
し
て
い
る
様
子
も
読
み
取
れ
、
観
光
地
点

間
の
回
遊
行
動
が
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、
七
日

町
通
り
沿
い
に
も
、
旅
行
者
密
度
の
高
い
地

「おちょこ」が
乗車券に

◦東山温泉～会津若松市街地間には「まちなか周遊バス」が運行
◦市街地には多数の酒蔵が立地＋伝統工芸の会津塗と会津木綿
◦「おちょこ」自体を「まちなか周遊バス」の1日乗車券に

「おちょこ」で
まちあるき

お土産になる
「おちょこ」

◦市街地に多数立地する酒蔵で試飲可能
◦協賛店で特典が受けられる
◦「おちょこ」がコミュニケーションツールに

◦伝統工芸の「会津塗」のおちょこ
＋「会津木綿」のホルダーを使用
◦旅行を思い出す楽しみにも
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点
が
あ
り
、『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』
が
酒
蔵
を
ハ

ブ
に
旅
行
者
の
対
流
を
促
進
し
た
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
筆
者
の
ゼ
ミ
生
が
２
０
１
７
年

８
月
下
旬
に
協
賛
店
17
店
舗
（
当
時
の
協
賛

店
は
23
店
舗
で
あ
っ
た
）
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
結
果
、
13
店
舗
で
『
お
ち
ょ
こ
パ

ス
』
の
利
用
が
あ
っ
た
と
回
答
が
あ
り
、
多

く
の
協
賛
店
が
提
供
す
る
食
や
土
産
物
な
ど

の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
「
付
加
的
商
品
」
と
し
て
旅

行
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
『
東
北
桜

旅
・
酒
蔵
旅
ナ
ビ
』
の
検
索
ロ
グ
で
は
、
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
の
起
点
と
な
っ
た
会
津
若
松
駅

を
出
発
す
る
直
前
に
モ
デ
ル
コ
ー
ス
が
多
数

検
索
さ
れ
て
お
り
、
コ
ー
ス
の
選
択
肢
を
増

や
す
こ
と
で
、
多
様
な
対
流
を
創
り
出
せ
る

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、旅
行
者
を
惹
き
つ
け
る「
中

核
的
商
品
」
を
食
や
土
産
物
な
ど
の
「
付
加

的
商
品
」
と
と
も
に
地
域
内
公
共
交
通
と

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
で
、
旅
行
者
の
対

流
が
促
進
さ
れ
、
地
域
内
経
済
循
環
に
も
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。
但
し
、
こ
う
し
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
、
必
ず
し
も
大
き
な
経
済
効
果
を

生
み
だ
す
わ
け
で
は
な
い（
注
13
）
が
、
商
品

造
成
に
よ
る
リ
ス
ク
も
小
さ
く
、
機
動
力
が

高
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

　

一
方
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
造
成
に
は
、
地
域
の

多
様
な
主
体
と
の
協
業
が
必
要
で
あ
る
。『
お

ち
ょ
こ
パ
ス
』
の
場
合
、
お
ち
ょ
こ
や
ホ
ル

ダ
ー
の
仕
入
れ
が
必
要
だ
が
、
そ
の
在
庫
を

会
津
バ
ス
に
抱
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
実

現
で
き
た
。
ま
た
、
協
賛
店
へ
の
依
頼
や
調

査
も
同
社
や
会
津
若
松
市
の
協
力
で
円
滑
に

進
め
ら
れ
た
が
、
同
市
に
は
、
会
津
若
松
市

産
業
資
産
利
活
用
推
進
協
議
会
（
事
務
局
：

会
津
若
松
市
地
域
づ
く
り
課
）
が
主
催
す
る

「
産
業
観
光
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
存
在
し
て
お
り
、
産
業
界
の

協
力
が
得
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
も
貢

献
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
お
け
る
対
流
促
進

を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
内
公
共
交
通
が
旅

行
者
と
地
域
資
源
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
と
な

り
得
る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
、
多
様
な

主
体
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
「
小
さ
な
実
践
」
を

う
み
だ
す
「
創
発
的
な
場
づ
く
り
」
が
鍵
を

握
る
。

（
よ
し
だ　

い
つ
き
）

（
注
１
） 

小
鹿
野
車
庫（
埼
玉
県
小
鹿
野
町
）の
よ
う
に
、
郊

外
を
起
点
と
す
る
「
枝
線
」
に
つ
い
て
は
、
秩
父
市

街
地
に
乗
り
入
れ
る
系
統
の
結
節
点
に
振
ら
れ
た

番
号（
小
鹿
野
車
庫
の
場
合
は
１
）を
十
の
位
と
し

た
２
桁
の
番
号
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
１
市
４
町

で
統
一
し
た
ル
ー
ル
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。

（
注
２
） 

現
在
は
、
会
津
乗
合
自
動
車
に
運
行
に
関
す
る
全

て
が
移
管
さ
れ
て
い
る
。

（
注
３
） 

２
０
０
２
年
度
に
は
一
便
平
均
10
・
５
人
で
あ
っ
た

が
、２
０
０
６
年
度
に
は
同
28
・
６
人
に
増
加
し
た
。

（
注
４
） 

会
津
若
松
市（
２
０
１
０
）「
会
津
若
松
市
地
域
公

共
交
通
総
合
連
携
計
画
」p. 

22

（
注
５
） 

全
国
的
に
は
、
十
勝
バ
ス（
北
海
道
）や
九
州
産
交

バ
ス（
熊
本
県
）の
取
り
組
み
が
有
名
で
あ
る
。

（
注
６
） 

ボ
ニ
ー
タ
・
Ｍ
・
コ
ル
ブ（
近
藤
勝
直
監
訳
）『
都
市
観

光
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』、 pp. 

47-

57
、
２
０
０
７
年

（
注
７
） 

吉
田 

樹
「
観
光
と
地
域
の
活
性
化
」、
萩
原
清
子
編

著
『
生
活
者
が
学
ぶ
経
済
と
社
会
』 

pp. 

２
４
８-

２
５
１
、２
０
０
９
年

（
注
８
） 

会
津
若
松
市
内
に
は
、
会
津
酒
造
組
合
加
盟
の
蔵

元
だ
け
で
15
軒
存
在
し
て
い
る
。

（
注
９
） 
安
全
運
転
を
一
是
と
す
る
公
共
交
通
業
界
に
お
い

て
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
連
想
さ
れ
る
企
画
乗
車
券
は

「
想
像
で
き
な
か
っ
た
」と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
た

が（
吉
田
ゼ
ミ
に
よ
る
会
津
バ
ス
へ
の
担
当
者
ヒ

ア
リ
ン
グ
よ
り
）、
地
方
鉄
道
で
は「
升
」
を
乗
車

券
と
し
た
例（
養
老
鉄
道
：
の
り「
ま
す
」き
っ
ぷ;

２
０
０
８
年
に
限
定
発
売
）も
あ
る
。

図5 『おちょこパス』モニターツアー時の旅行者密度（午前11時～11時30分）

（
注
10
） 

こ
の
ほ
か
、
酒
販
店
な
ど
３
カ
所
に
お
い
て「
お
ち

ょ
こ
」で
試
飲
可
能
で
あ
る

（
注
11
） 

Ｇ
Ｉ
Ｓ
：
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム（G

eograph
ic 

In
form

ation
 S

ystem

）。
地
図
上
に
多
様
な
デ

ー
タ
を
レ
イ
ヤ
ー（
層
）と
し
て
落
と
し
込
む
こ
と

が
で
き
、
距
離
や
面
積
の
計
測
、
密
度
の
計
算
な
ど

を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
分
析
ツ
ー
ル
。

（
注
12
） 

緯
度
、
経
度
の
計
測
誤
差（
ノ
イ
ズ
）を
除
去
す
る

た
め
、
以
降
の
分
析
で
は
、
秒
速
20
ｍ
を
超
え
る

と
判
断
さ
れ
た
打
点
を
除
外
し
て
分
析
し
た
。

（
注
13
） 

２
０
１
７
年
11
月
末
日
時
点
の『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』

の
販
売
は
２
３
８
件
で
あ
る
。
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